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契約利用者向け かんたんガイド（1）外製品 

（1）外製品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JAFTAS メニュー 操作手順フロー 操作マニュアル 動画 
 

調査対象品を登録する（A,B どちらか選択） 

A：インポート機能で登録  

［インポート］画面 
フォーマットへ必要情報を入力 

E/P）FTA 輸出品の機能 E/P3-2  

 
ファイルをインポート 

B：一件ずつ登録  

✐［登録］画面 必要情報を入力 E/P）FTA 輸出品の機能 E/P3-1  

 
🔎［詳細］画面 「依頼作成」をクリック E/P）FTA 輸出品の機能 E/P6-1  

依頼を送信する／回答を承認する 

🔎［詳細］画面 「依頼送信」をクリック R）依頼の機能 R3  

仕入先にて構成品の原産資格調査を行う  

🔎［詳細］画面 回答を承認する R）依頼の機能 R4  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

➢ 調査対象品を他社から仕入れている 

下記条件に当てはまる場合 

クリックすると各関連操作マニュアル/デモ操作動画を確認できます 

詳しい操作フローは次ページへ 

S 

T 

E 

P 

１ 

FTA 対象品 

(輸出品 / 

構成品) 

(E/P) 

調査依頼・  

回答受信(R) 

S 

T 

E 

P 

２ 

Click 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_request.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_request.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_request.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_request.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_request.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_request.pdf
https://vimeo.com/showcase/9598899/video/723600568
https://vimeo.com/showcase/9598899/video/723600568
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契約利用者向け かんたんガイド（1）外製品 

（1）外製品 

STEP1. 調査対象品を登録する 

 

 

 

 

 
STEP1 A：インポート機能で登録 

 

 

1) フォーマットをダウンロードするために、 
JAFTAS メニューから FTA 対象品 ＞  
インポートをクリック 
▶荷姿（輸出品・構成品）に応じて FTA 対象品 

（輸出品）(E)あるいは FTA 対象品（構成品）

(P)のメニューを使い分けてください 

▶JAFTAS Lite ご契約の場合は FTA 対象品 

（構成品）(P) のメニューは表示されません 

 

 

2) ファイルフォーマットの「ダウンロード」をクリックし、
テキストファイル(.txt)をデスクトップなど任意の
場所に保存 

 
 

  

A：調査を依頼したい対象品が複数 
あり、インポート機能を使って一度に
JAFTAS へ登録する     ⇒P.3 

B：調査を依頼したい対象品を一件 
ずつ JAFTAS へ登録する 

                    ⇒P.5 

JAFTAS へ対象品を登録する方法は 2 種類あります 
以下より選択してください 

トップページ 

FTA 対象品(E)or(P) インポート 
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契約利用者向け かんたんガイド（1）外製品 

3) ファイルを Excel 等で開き必要項目を埋め、テ
キスト（タブ区切り）(*.txt)形式で保存 
▶項目については、操作マニュアル 別添資料 1）X1）

FTA 対象品(輸出品)(E) インポートまたは X2）

FTA 対象品(構成品)(P) インポート をご参照くだ

さい 

▶「荷姿」は輸出品は「1」を、構成品は「2」を入力し

ます 

▶「調査種別」は外製品を表す「2」を入力します 

▶データ作成の注意点は、操作マニュアル 共通 I-6）

操作の注意点 インポート機能と利用に関しての注

意点 をご参照ください 

 

 

 

4) JAFTAS メニューから FTA 対象品 ＞  
インポートをクリック 
▶荷姿（輸出品・構成品）に応じてメニューを使い

分けてください 

▶JAFTAS Lite ご契約の場合は FTA 対象品 

（構成品）(P) のメニューは表示されません 

 

 

 

 

5) 「Browse」をクリックし 3）で作成したテキスト
ファイルを選択 

 
 
 
 
 
6) インポートが完了し「インポート処理を受付けまし

た。」の表示を確認 
▶エラーの場合はメッセージが表示されます。エラー箇

所訂正の上、再度インポートを行ってください 

▶インポート結果はメニューにある「インポート結果確認」

から確認できます 

▶インポートが成功すると自動的に依頼(R)が作成さ

れます（ここではまだ依頼は送信されていません） 

 
7) 画面下の「一覧へ戻る」をクリック 

  

トップページ 

FTA 対象品(E)or(P) インポート 

 一覧へ戻る  クリア 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
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契約利用者向け かんたんガイド（1）外製品 

 

8) 一覧画面から該当の対象品の マークを 
クリック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

9) 調査依頼・回答受信(R)に移動するために画面
右上の依頼 ID（R＋10 桁）をクリック 

 
～次の操作は STEP2 へ進んでください～ 
 
 
 
STEP1 B：一件ずつ登録 

 

1) JAFTAS メニューから FTA 対象品 ＞ 登録を
クリック 
▶荷姿（輸出品・構成品）に応じて FTA 対象品 

（輸出品）(E)あるいは FTA 対象品（構成品）

(P)のメニューを使い分けてください 

▶JAFTAS Lite ご契約の場合は FTA 対象品 

（輸出品）(E) のみご利用いただけます 

 
 

 
 

2) 『作業担当者』部にて当操作を行う担当者名
を選択（任意） 
▶     をクリックするとログインしているユーザーの 

情報が反映されます 

▶作業担当者についての詳細は、操作マニュアル 共通Ⅰ

-6)◆各業務の「作業担当者」について を参照ください  

トップページ 

FTA 対象品(E)or(P) 登録 

FTA 対象品(E)or(P) 一覧 

FTA 対象品(E)or(P) 詳細 

自分 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://vimeo.com/showcase/9598899/video/723600568
https://vimeo.com/showcase/9598899/video/723600568


 

©Tokyo Kyodo Trade Compliance 6 

 

契約利用者向け かんたんガイド（1）外製品 

 
3) 『輸出品情報』or『構成品情報』部へ必要項目

を入力し画面最下部の「登録」をクリック 
▶※の項目は入力必須です 

▶「調査種別」は外製品を選択します 

▶入力項目についての詳細は、操作マニュアル E/P3-

1）調査対象品を登録する（1 件ずつ）をご参照

ください 

 
 
 
 
 
 

 

4) 画面最下部の「▷依頼作成」をクリック 
▶他のボタンについての詳細は、操作マニュアル E/P10) 

表示ボタンの説明 をご参照ください 
 
 
5) ポップアップが表示されるので回答期限を設定し

「はい」をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

STEP2．依頼を送信する／回答を承認する 

1) 『依頼情報』部の内容を確認し、画面最下部
「依頼送信」をクリックして、送信完了 
▶『依頼情報』部の内容が仕入先へ伝達されます 

▶「編集」をクリックすると担当者等の情報を変更可能 

です 

▶「依頼送信」ボタンは確定権限を持つユーザーにしか 

表示されません 

 

  

 調査依頼・回答受信(R) 詳細 

FTA 対象品(E)or(P) 詳細 

  
登録 

  
一覧へ戻る 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
依頼作成 

  
   輸出品 複製 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
依頼送信 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://vimeo.com/showcase/9598899/video/723600568
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契約利用者向け かんたんガイド（1）外製品 

 
◎調査依頼を複数件まとめて送信したい場合◎ 
 
 
 
①「まとめて操作」タブより、「1.依頼送信」を選択 
 
 
 
 
 
 
②依頼を送信したい依頼 ID のチェックボックスに 

チェック付与 
 
 
 
 
③「実行」をクリックして送信完了 
 
 
 
 
 
 

仕入先からの回答を待ちます 
回答が返ってくると調査依頼・回答受信（R）の 

対象データのステータスが‶回答済“となります 
 
 

2) 回答が返ってきたら、JAFTAS メニューから調査
依頼・回答受信(R) ＞ 調査中をクリック 

 
 
 
 

3) 必要に応じてステータス‶回答済“に絞って検索
を行い、対象 ID の   マークをクリック 

 
 

  

トップページ 

調査依頼・回答受信(R) 一覧 

 調査依頼・回答受信(R) 一覧 
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契約利用者向け かんたんガイド（1）外製品 

 

4) 仕入先からの回答を『調査結果』『回答内容』
部にて確認し、画面最下部「回答内容確定」
をクリック 
▶回答方法：サプライヤー証明書の場合は、『回答 

内容』部右下の         から証明書をダウン 

ロードして内容を確認できます 

※JAFTASで作成されたサプライヤー証明書の場合、

英文のサプライヤー証明書は、後続の 5）「承認」後

にダウンロードできるようになります 

※サプライヤー証明書について詳しくは FTA コラム 6. 

書類の準備 をご参照ください 

 
 

5) 4）と同様に内容を確認し、画面最下部「承
認」をクリック 
▶「承認」ボタンは確定権限を持つユーザーにしか表示 

されません 

   

 

 

 
 

 
6) FTA 対象品(E)(P)のステータスが「確定済」に変

わったことを確認するため、画面右上の対象品
ID（E/P＋10 桁）をクリックして FTA 対象品
(E)/(P)に移動 

 
 

7) ステータスが「確定済」に変わっていることを確認
し一連の操作は完了 

 
※1 

この後、FTA 対象品(輸出品)(E)のうち自己証明制度を採

用している協定の産品の場合は、原産資格証明書(I)のメニ

ューから証明書を発行できます 

 

※2 

有効期限を設定する場合は以下をご参照ください 

 

  

 調査依頼・回答受信(R) 詳細 

FTA 対象品(E)/(P) 詳細 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
回答内容確定 

サプライヤー証明書 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
承認 

  

  

https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
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契約利用者向け かんたんガイド（1）外製品 

◎有効期限を設定したい場合◎ 
 
社内管理用に任意で設定することが可能です 
回答者の設定した有効期限/同意通知期限を基に、
定期原産性調査のための管理用としてご活用くださ
い 
 
 

 

1) 画面最下部の「編集」をクリック 
 
 
 
 
 
 

 

2) 『輸出品情報』部の有効期限を設定し、画面最
下部の「更新」をクリックして設定完了 

 
 
 
 
 

 

  

FTA 対象品(E)or(P) 詳細 

FTA 対象品(E)or(P) 編集 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
再調査 

  
   輸出品 複製 

  
更新 

  
一覧へ戻る 
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

（2）内製品（輸出品） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JAFTAS メニュー 操作手順フロー 操作マニュアル 動画 
 

調査対象品を登録する（A,B どちらか選択） 

A：インポート機能で登録  

［インポート］画面 
フォーマットへ必要情報を入力 

E/P）FTA 対象品の機能 E/P3-2  

 
ファイルをインポート 

B：一件ずつ登録 

 ✐［登録］画面 必要情報を入力 E/P）FTA 対象品の機能 E/P3-1  

🔎［詳細］画面 「原産資格調査 作成」をクリック E/P）FTA 対象品の機能 E/P5-1  

原産資格調査を行う（A~D いずれか選択） 

A：構成品の仕入先への原産資格調査依頼は不要 

B：JAFTAS で仕入先へ構成品の調査依頼をする 

C：JAFTAS 外で取得した構成品のサプライヤー証明書を JAFTAS へ取り込む 

D：JAFTAS 外で調査を行い、調査結果のみ JAFTAS へ取り込む 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

➢ 調査対象品は輸出品 

➢ 調査対象品を自社で生産している 

下記条件に当てはまる場合 

クリックすると各関連操作マニュアル/デモ操作動画を確認できます 

詳しい操作フローは次ページへ 

S 

T 

E 

P 

１ 
FTA 対象品 

(輸出品 / 

構成品) 

(E/P) 

原産資格調査

（D） 

S 

T 

E 

P 

２ 

Click 

D 

D R D 

D R D 

D 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://vimeo.com/showcase/9598899/video/723600593
https://vimeo.com/showcase/9598899/video/723600593
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

（2）内製品（輸出品） 

STEP1. 調査対象品を登録する 

 

 

 

 

 
STEP1 A：インポート機能で登録 

 

 

1) フォーマットをダウンロードするために、 
JAFTASメニューからFTA 対象品(輸出品)(E) 
＞ インポートをクリック 
 

 

2) ファイルフォーマットの「ダウンロード」をクリックし、
テキストファイル(.txt)をデスクトップなど任意の
場所に保存 
 
 
 
 

3) ファイルを Excel 等で開き必要項目を埋め、テ
キスト（タブ区切り）(*.txt)形式で保存 
▶項目については、操作マニュアル 別添資料 1）X1）

FTA 対象品(輸出品)(E) インポート をご参照くだ

さい 

▶「荷姿」は輸出品を表す「1」を入力します 

▶「調査種別」は内製品を表す「1」を入力します 

▶データ作成の注意点は、操作マニュアル 共通 I-6）

操作の注意点 インポート機能と利用に関しての注

意点 をご参照ください  

A：調査を依頼したい対象品が複数 
あり、インポート機能を使って一度に
JAFTAS へ登録する    ⇒P.11 

B：調査を依頼したい対象品を一件 
ずつ JAFTAS へ登録する 

                   ⇒P.13 

JAFTAS へ対象品を登録する方法は 2 種類あります 
以下より選択してください 

トップページ 

FTA 対象品(輸出品)(E) インポート 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

 

4) JAFTAS メニューから FTA 対象品(輸出
品)(E) ＞インポートをクリック 
 

 

5) 「Browse」をクリックし 3）で作成したテキスト
ファイルを選択 
 
 

6) インポートが完了し「インポート処理を受付けま
した。」の表示を確認 
▶エラーの場合はメッセージが表示されます。エラー箇

所訂正の上、再度インポートを行ってください 

▶インポート結果は FTA 対象品(輸出品)(E)メニュー

の「インポート結果確認」から確認できます 

▶インポートが成功すると自動的に調査(D)が作成さ

れます 

 
 

7) 画面下の「一覧へ戻る」をクリック 
 
 
 

8) 一覧画面から該当の対象品の マークを
クリック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9) 原産資格調査(D)に移動するために画面 
右上の調査 ID（D＋10 桁）をクリック 

  

トップページ 

FTA 対象品(輸出品)(E) インポート 

FTA 対象品(輸出品)(E) 一覧 

FTA 対象品(輸出品)(E) 詳細 

 一覧へ戻る  クリア 
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

10) 画面下の「編集」をクリック 
 

～次の操作は STEP2 へ進んでください～ 

 

STEP1 B：一件ずつ登録 

 

1) JAFTAS メニュー ＞から FTA 対象品(輸出
品)(E) ＞ 登録をクリック 

 
 
 
 

 
 

2) 『作業担当者』部にて当操作を行う担当者名
を選択（任意） 
▶     をクリックするとログインしているユーザーの 

情報が反映されます 

▶作業担当者についての詳細は操作マニュアル 共通Ⅰ-

6)◆各業務の「作業担当者」について をご参照ください 
 
 
3) 『輸出品情報』部へ必要項目を入力し画面最

下部の「登録」をクリック 
▶※の項目は入力必須です。 

▶「調査種別」は内製品を選択します。 

▶入力項目についての詳細は操作マニュアル E/P3-1）

調査対象品を登録する（1件ずつ）をご参照くださ

い 

 
 
 
 

 
 

4) 画面最下部の「▷原産資格調査 作成」を 
クリック 
▶他のボタンについての詳細は操作マニュアル E/P10)  

表示ボタンの説明 をご参照ください 

  

トップページ 

FTA 対象品(輸出品)(E) 登録 

FTA 対象品(輸出品)(E) 詳細 

 原産資格調査(D) 詳細 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
登録完了 

  
一覧へ戻る 

  
登録 

一覧へ戻る  編集 原産資格調査 作成  原産資格調査 複製  輸出品 複製 

自分 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://vimeo.com/showcase/9598899/video/723600593
https://vimeo.com/showcase/9598899/video/723600593
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

 

STEP2．原産資格調査を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
STEP2 A：構成品の仕入先への原産資格調査依頼は不要 

 

1) 『作業担当者』部にて当操作を行う担当者名
を選択（任意） 
▶作業担当者についての詳細は操作マニュアル 共通Ⅰ-

6)◆各業務の「作業担当者」について をご参照ください 
 
2) 有効期限/同意通知期限を設定 

▶原産調査の見直し時期を任意で設定します 

▶設定は調査完了後でも可能です 

 

 

3) 「自社工場で原産資格を与える十分な生産を
していますか」を確認し「はい」にチェック 
▶詳細は FTA コラム 3.生産場所の確認 参照 

 
 
4) 生産工場名、生産工場住所(全角)を入力  

原産資格調査を行うにあたり、以下 Q1・Q2 より 

A～D のどの操作パターンに該当するか確認しましょう 

以下の質問にお答えください 
 Q1. 内製品の調査を行うにあたり、以下①②いずれかを選択してください 

①JAFTAS の原産資格調査機能を活用して調査を行う ⇒Q2 へ進む 

②JAFTAS 外で調査を行い、調査結果のみ JAFTAS へ取り込む ⇒D (P.30) 

Q2. 調査対象品の構成品について当てはまるものを選択してください 

①構成品の仕入先への原産資格調査依頼は不要 ⇒A (P.14) 

②JAFTAS で仕入先へ構成品の調査依頼をかける ⇒B (P.19) 

③JAFTAS 外で取得した構成品のサプライヤー証明書を JAFTAS へ取り込む ⇒C (P.25) 

 

原産資格調査(D) 編集 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571066
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571066
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571066
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

5) 「原産品の基準」を選択 
▶詳細は FTA コラム 4.原産品の基準 参照 

 
6) 5）にて「非原産材料を使用して生産される産

品/品目別原産地規則」を選択した場合、さら
に「品目別原産地規則」を選択 
▶青色で表示されている規則を選択してください 

（JAFTAS にて原産性を自動判定します） 

▶VA ルールを選択した場合は社内基準値と調査対 

象品の FOB/EXW 価格を入力します 

▶詳細は FTA コラム 5.品目別原産地規則 参照 
 

7) 『調査作成者情報』部を入力 
▶入力した部署/氏名/電話番号/メールアドレスは 

根拠書類に印字されます 

▶画面右端の     をクリックすると現在ログイン 

しているユーザーの登録情報を自動で入力できます 
 
8) 画面最下部の「次へ」をクリック 
 

9) 『（2）構成品の入力と原産資格判定』部の
「構成品一括追加」をクリック 
 

 
 
 
 
 
 
 

10) 構成品の情報を入力 
▶必須項目 

品番/構成品名（日・英どちらか） 

※CTC を選択した場合は、HS コードも必須 

※VA を選択した場合は、個数/単価も必須 

 

▶構成品を複数登録する場合は左下「追加」をクリッ 

クすると入力欄を追加できます 

  

 原産資格調査(D) 詳細 

調査対象構成品 一括登録 

  
一覧へ戻る 

  
一時保存 

  
次へ 

自分 

https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571066
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

 
11) 構成品情報を入力し画面最下部の「登録」を

クリックし、［原産資格調査(D) 詳細］画面 
『（2）構成品の入力と原産資格判定』部へ
構成品情報が反映されたことを確認 

 
 

12) 『（2）構成品の入力と原産資格判定』部の
「原産資格判定」をクリック 

 
 
 
13) ポップアップの内容を確認し「はい」にチェックを

入れ、「原産資格判定」をクリック 
 
 
 
 
14) 調査結果      の表示を確認 

 
▶調査結果「達成」とならず「未達成」の場合、品目別

原産地規則を満たしていません。詳細は操作マニュアル 

D3-10)原産資格判定を行う 5）をご参照ください 

▶調査結果が「未達成」となり構成品の調査依頼が必

要と判断した場合は、STEP2 B.JAFTAS で仕入先

へ構成品の調査依頼をする を参照ください 

 
▶画面最下部の「根拠書類ダウンロード」をクリックする 

と根拠書類を確認できます 

▶後続の 16)で行う承認作業が完了するまでは 

  根拠書類に「IN PROCESS」が表示されます 

 
 
15) 一通り内容を確認したら画面最下部に表示

される※1、※2 いずれかをクリックし、ポップアッ
プが表示されたら「はい」をクリック 
 
※1 自己証明制度を採用している協定の場合 

「登録完了」をクリック 

※2 第三者証明制度を採用している協定の場合 

「日商審査準備完了」をクリック 

  

 原産資格調査(D) 詳細 

※1 自己証明制度を採用している協定の場合 

※2 第三者証明制度を採用している協定の場合 

  
登録 

  
戻る 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
登録完了 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
登録完了 

  
一覧へ戻る 

  
編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
日商審査準備完了 

  
達成 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

 
16) 承認作業のため、再度 15）と同様に一通り

内容を確認したら画面最下部に表示される 
※3、※4 いずれかをクリックし、ポップアップが表
示されたら「はい」をクリック 
 
※3 自己証明制度を採用している協定の場合 

「調査完了 承認」をクリック 

→次の操作は 21）へ進んでください 

 

※4 第三者証明制度を採用している協定の場合 

「日商審査依頼前 承認」をクリック 

→次の操作は 17）へ進んでください 

 

▶「調査完了 承認」「日商審査依頼前 承認」ボタ 

ンは確定権限を持つユーザーにしか表示されません 
 
 
17) JAFTAS の外で日商へ原産品判定依頼を行う 

▶JAFTAS と日商の第一種特定原産地証明書発給システムは別のシステムです 

▶JAFTAS から当該産品のデータを出力し、日商のシステムにアップロードが可能です 

データ出力について詳しくは操作マニュアル D7-1-1)同意通知×達成 3）をご参照ください 

 
 

日商から原産品判定を取得したら、対象データの
［原産資格調査(D) 詳細］画面を開き画面最
下部の「日商審査完了」をクリック 
 
 
18) ポップアップの「日商審査結果」「日商判定番

号」を入力し「実行」をクリック 
▶日商で取得したものと同一の内容を入力します 

※他社に同意通知する場合は同意通知期限の入力

も必要となります 
 
 
19) 承認作業のため、再度全体の内容を確認の

上、画面最下部「調査完了 承認」をクリック
し、ポップアップが表示されたら「はい」をクリック 
▶ 「調査完了 承認」ボタンは確定権限を持つユーザ 

ーにしか表示されません 
 
 

  

※3 自己証明制度を採用している協定の場合 

※4 第三者証明制度を採用している協定の場合 

 

 原産資格調査(D) 詳細 

  
一覧へ戻る 

  
編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
調査完了 承認 

  
一覧へ戻る 

  
編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
日商審査依頼前 承認 

  
一覧へ戻る 

  
編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
日商審査完了 

  
一覧へ戻る 

  
編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
調査完了 承認 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

 

20) FTA 対象品(輸出品)(E)のステータスが「確定
済」に変わったことを確認するため、画面右上の
対象品 ID（E＋10 桁）をクリックして FTA 対
象品(輸出品)(E)に移動 

 
 

21) ステータスが「確定済」に変わっていることを確
認し一連の操作は完了 

 
 
 
※1 

この後、自己証明制度を採用している協定の産品の場合は、

原産資格証明書(I)のメニューから証明書を発行できます 

 

※2 

有効期限を設定する場合はこちら(P.34)をご参照ください 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

FTA 対象品(輸出品)(E) 詳細 



 

©Tokyo Kyodo Trade Compliance 19 

 

契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

 

STEP2 B：JAFTAS で仕入先へ構成品の調査依頼をかける 

 
 

1) 『作業担当者』部にて当操作を行う担当者名
を選択（任意） 
▶作業担当者についての詳細は操作マニュアル 共通Ⅰ-

6)◆各業務の「作業担当者」について をご参照ください 
 
2) 有効期限/同意通知期限を設定 

▶原産調査の見直し時期を任意で設定します 

▶設定は調査完了後でも可能です 
 

 

3) 「自社工場で原産資格を与える十分な生産を
していますか」を確認し「はい」にチェック 
▶詳細は FTA コラム 3.生産場所の確認 参照 

 
 
4) 生産工場名、生産工場住所(全角)を入力 
 
 
5) 「原産品の基準」を選択 

▶詳細は FTA コラム 4.原産品の基準 参照 

 
6) 5）にて「非原産材料を使用して生産される

産品/品目別原産地規則」を選択した場合、
さらに「品目別原産地規則」を選択 
▶青色で表示されている規則を選択してください

（JAFTAS にて原産性を自動判定します） 

▶VA ルールを選択した場合は社内基準値と調査対 

象品の FOB/EXW 価格を入力します 

▶詳細は FTA コラム 5.品目別原産地規則 参照 
 

7) 『調査作成者情報』部を入力 
▶入力した部署/氏名/電話番号/メールアドレスは 

根拠書類に印字されます 

▶画面右端の     をクリックすると現在ログイン 

しているユーザーの登録情報を自動で入力できます 
 
8) 画面最下部の「次へ」をクリック 

  

 原産資格調査(D) 編集 

自分 

  
一覧へ戻る 

  
一時保存 

  
次へ 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571066
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571066
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571066
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

9) 『（2）構成品の入力と原産資格判定』部の
「構成品一括追加」をクリック 

 
 
 
 
 
 
 

10) 構成品の情報を入力 
▶必須項目 

品番/構成品名（日・英どちらか）/HS コード 6 桁/ 

仕入先 

※VA を選択した場合は、個数/単価も必須 

※JAFTAS を通して調査の依頼を行わない構成品 

については、仕入先の入力は不要 

（VA を選択した場合、HS コードも不要） 

 

▶構成品を複数登録する場合は左下「追加」をクリック 

すると入力欄を追加できます 
 
 
 
 
11) 構成品情報を入力し画面最下部の「登録」を

クリックし、［原産資格調査(D) 詳細］画面 
『（2）構成品の入力と原産資格判定』部へ
構成品情報が反映されたことを確認 

 
 

12) 『（2）構成品の入力と原産資格判定』部の
「原産資格判定」をクリック 

 
 
 
 
13) ポップアップの内容を確認し「はい」にチェックを

入れ、「原産資格判定」をクリック 
 

  

 原産資格調査(D) 詳細 

調査対象構成品 一括登録 

 原産資格調査(D) 詳細 

  
登録 

  
戻る 

https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571280
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571280
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

 
14) 『（2）構成品の入力と原産資格判定』部

にて、調査結果      の表示と、 
サプライヤー証明書を取得したい構成品の右
側に「▷依頼作成」ボタンが表示されたことを
確認 
▶他のボタンが表示される場合があります 

「▷支給品依頼作成」ボタンの詳細は操作マニュアル

D4-1) 依頼を作成する条件 

「🔁依頼再利用」ボタンの詳細は操作マニュアルD4-

5) 過去の調査依頼を再利用する をご参照ください 

 
15) 調査依頼を作成したい構成品の「▷依頼作

成」をクリック 
▶VA ルールでどの構成品の調査依頼を作成するか迷

う場合は「シミュレーション」機能を活用ください 

参照：操作マニュアル D3-6-2）VA・シミュレーション

について 

 

 

16) ポップアップが表示されるので回答期限を設定
し「はい」をクリック 

 
 
 
 
 

 

17) 『依頼情報』部の内容を確認し、画面最下部
「依頼送信」をクリックすると、依頼が送信される 
▶『依頼情報』部の内容が仕入先へ伝達されます 

▶「編集」をクリックすると担当者等の情報を変更可能 

です 

▶「依頼送信」ボタンは確定権限を持つユーザーにしか 

表示されません 
 
 
 
 

仕入先からの回答を待ちます 
回答が返ってくると調査依頼・回答受信（R）の 

対象データのステータスが‶回答済“となります  

 調査依頼・回答受信(R) 詳細 

 
未達成 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
依頼送信 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571280
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

 

18) 仕入先から回答が返ってきたら、JAFTAS メニ
ューから調査依頼・回答受信(R) ＞ 調査中
をクリック 

 
 
 
 

19) 必要に応じてステータス‶回答済“に絞って検
索を行い、対象の構成品の   マークをクリッ
ク 

 
 

 
 

20) 仕入先からの回答を『調査結果』『回答内容』
部にて確認し、画面最下部「回答内容確定」
をクリック 
▶『回答内容』部          右下から証明書 

をダウンロードして内容を確認できます 
※JAFTASで作成されたサプライヤー証明書の場合、

英文のサプライヤー証明書は、後続の 21）「承認」

後にダウンロードできるようになります 

※サプライヤー証明書について詳しくは FTA コラム 6.

書類の準備 をご参照ください 
 
 
21) 20）と同様に内容を確認し、画面最下部

「承認」をクリックして構成品調査の一連のフロ
ーを完了 
▶「承認」ボタンは確定権限を持つユーザーにしか表示 

されません 

▶構成品の調査依頼を複数送信している場合は、 

それぞれの依頼 ID に対して承認作業を行います 

▶全ての構成品の承認作業が完了したら、22）に 

進みます 
 
 
 
22) 調査対象品の原産資格調査(D)に移動する

ために画面右上の調査 ID（D+10 桁）をク
リック  

トップページ 

調査依頼・回答受信(R) 一覧 

 調査依頼・回答受信(R) 詳細 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
回答内容確定 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
承認 

サプライヤー証明書 

https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/725142505
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/725142505
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

 

 
23) 『（2）構成品の入力と原産資格判定』部の

「原産資格判定」をクリックし、調査結果が 
     と表示されたことを確認 
 
▶画面最下部の「根拠書類ダウンロード」をクリックする 

と根拠書類を確認できます 

▶後続の 16)で行う承認作業が完了するまでは 

  根拠書類に「IN PROCESS」が表示されます 

 
24) 一通り内容を確認したら画面最下部に表示

される※1、※2 いずれかをクリックし、ポップアッ
プが表示されたら「はい」をクリック 
 
※1 自己証明制度を採用している協定の場合 

「登録完了」をクリック 

※2 第三者証明制度を採用している協定の場合 

「日商審査準備完了」をクリック 
 
 
 
25) 承認作業のため、再度 24）と同様に一通り

内容を確認したら画面最下部に表示される※
3、※4 いずれかをクリックし、ポップアップが表示
されたら「はい」をクリック 
 
※3 自己証明制度を採用している協定の場合 

「調査完了 承認」をクリック 

→次の操作は 30）へ進んでください 

 

※4 第三者証明制度を採用している協定の場合 

「日商審査依頼前 承認」をクリック 

→次の操作は 26）へ進んでください 

 

▶「調査完了 承認」「日商審査依頼前 承認」ボタ 

ンは確定権限を持つユーザーにしか表示されません 
 
 
 
26) JAFTAS の外で日商へ原産品判定依頼を行う 

▶JAFTAS と日商の第一種特定原産地証明書発給システムは別のシステムです 

▶JAFTAS から当該産品のデータを出力し、日商のシステムにアップロードが可能です 

  データ出力について詳しくは操作マニュアル D7-1-1)同意通知×達成 3）をご参照ください 

  

  
一覧へ戻る 

  
編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
日商審査依頼前 承認 

  
一覧へ戻る 

  
編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
調査完了 承認 

  
一覧へ戻る 

  
編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
日商審査準備完了 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
登録完了 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
登録完了 

 原産資格調査(D) 詳細 

※1 自己証明制度を採用している協定の場合 

※2 第三者証明制度を採用している協定の場合 

※3 自己証明制度を採用している協定の場合 

※4 第三者証明制度を採用している協定の場合 

  
達成 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/725142505


 

©Tokyo Kyodo Trade Compliance 24 

 

契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

 

27) 日商から原産品判定を取得したら、対象 
データの［原産資格調査(D) 詳細］画面
を開き、画面最下部の「日商審査完了」を 
クリック 

 
28) ポップアップの「日商審査結果」「日商判定番

号」を入力し「実行」をクリック 
▶日商で取得したものと同一の内容を入力します 

※他社に同意通知する場合は同意通知期限の入力

も必要となります 
 

 
 
29) 承認作業のため、再度全体の内容を確認の

上、画面最下部「調査完了 承認」をクリック
し、ポップアップが表示されたら「はい」をクリック 
▶ 「調査完了 承認」ボタンは確定権限を持つ 

ユーザーにしか表示されません 

 
 
 
30) FTA 対象品(輸出品)(E)のステータスが「確定

済」に変わったことを確認するため、画面右上の
対象品 ID（E＋10 桁）をクリックして FTA 対
象品(輸出品)(E)に移動 

 
 
 

31) ステータスが「確定済」に変わっていることを確
認し一連の操作は完了 

 
 
 
※1 

この後、自己証明制度を採用している協定の産品の場合は、

原産資格証明書(I)のメニューから証明書を発行できます 

 

※2 

有効期限を設定する場合はこちら(P.34)をご参照ください 

 

  

  
一覧へ戻る 

  
編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
調査完了 承認 

  
一覧へ戻る 

  
編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
日商審査完了 

 原産資格調査(D) 詳細 

FTA 対象品(輸出品)(E) 詳細 
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

 

STEP2 C：JAFTAS 外で取得した構成品のサプライヤー証明書を JAFTAS へ取り込む 

 

1) 『作業担当者』部にて当操作を行う担当者名
を選択（任意） 
▶作業担当者についての詳細は操作マニュアル 共通Ⅰ-

6)◆各業務の「作業担当者」について をご参照ください 
 
2) 有効期限/同意通知期限を設定 

▶原産調査の見直し時期を任意で設定します 

▶設定は調査完了後でも可能です 

 

 

3) 「自社工場で原産資格を与える十分な生産を
していますか」を確認し「はい」にチェック 
▶詳細は FTA コラム 3.生産場所の確認 参照 

 
 
4) 生産工場名、生産工場住所(全角)を入力 
 
 
5) 「原産品の基準」を選択 

▶詳細は FTA コラム 4.原産品の基準 参照 

 
6) 5）にて「非原産材料を使用して生産される

産品/品目別原産地規則」を選択した場合、
さらに「品目別原産地規則」を選択 
▶青色で表示されている規則を選択してください 

（JAFTAS にて原産性を自動判定します） 

▶VA ルールを選択した場合は社内基準値と調査対 

象品の FOB/EXW 価格を入力します 
▶詳細は FTA コラム 5.品目別原産地規則 参照 

 

7) 『調査作成者情報』部を入力 
▶入力した部署/氏名/電話番号/メールアドレスは 

根拠書類に印字されます 

▶画面右端の     をクリックすると現在ログイン 

しているユーザーの登録情報を自動で入力できます 
 
8) 画面最下部の「次へ」をクリック 

  

  
一覧へ戻る 

  
一時保存 

  
次へ 

 原産資格調査(D) 編集 

自分 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571066
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571066
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

9) 『（2）構成品の入力と原産資格判定』部の
「構成品一括追加」をクリック 

 
 
 
 
 
 
 

10) 構成品の情報を入力 
▶必須項目 

品番/構成品名(日・英どちらか)/HS コード 6 桁/ 

仕入先 

※仕入先は外製品の場合「システム外」、内製品の 

場合「自社調査結果」を選択 

※VA を選択した場合は、個数/単価も必須 

※サプライヤー証明書を入手している構成品以外は、 

仕入先の入力は不要 

（VA の場合、HS コードも不要） 

 

▶構成品を複数登録する場合は左下「追加」をクリック 

すると入力欄を追加できます 

 
 
 
 
 
11) 構成品情報を入力し画面最下部の「登録」を

クリックし、［原産資格調査(D) 詳細］画面 
『（2）構成品の入力と原産資格判定』部へ
構成品情報が反映されたことを確認 

 
 

12) 『（2）構成品の入力と原産資格判定』部の
「原産資格判定」をクリック 

 
 
 
 
 
 
 

  
登録 

  
戻る 

 原産資格調査(D) 詳細 

調査対象構成品 一括登録 

 原産資格調査(D) 詳細 

https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

 
13) ポップアップの内容を確認し「はい」にチェックを

入れ、「原産資格判定」をクリック 
 
 
14) 調査結果      の表示と、既に仕入先よ

りサプライヤー証明書を取得している構成品の
右側に「JAFTAS 外の資料取込」ボタンが表示
されたことを確認 
▶他のボタンが表示される場合があります 

「🔁依頼再利用」ボタンの詳細は操作マニュアル D4-

5) 過去の調査依頼を再利用する をご参照ください 

 
 
15) 既にサプライヤー証明書を取得している構成

品の「JAFTAS 外の資料取込」をクリック 
 
 

 

16) 『JAFTAS 外の資料取込』部に構成品の情
報を入力 
▶必須項目 

調査対象品の仕入先企業名（日）/生産者企業

名/生産工場名/生産工場住所/原産品の基準 

※「原産品の基準」にて「非原産材料を使用して生産 

される産品/品目別原産地規則」を選択した場合 

は、品目別原産地規則の選択も必須です 
 
 
17) 『添付ファイル サプライヤー証明書』部または

『添付ファイル 対比表・計算WS』部へ、サプラ
イヤー証明書または根拠書類を添付 

 
 
18) 画面最下部「登録」をクリックし構成品調査の

登録を完了 
▶JAFTAS 外でサプライヤー証明書を入手している全

ての構成品について 15）～19）を繰り返します 

 

 

  

  
登録 

  
前の画面へ戻る 

調査依頼・回答受信(R) 手動登録 

  
未達成 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

 

 
19) 『（2）構成品の入力と原産資格判定』部の

「原産資格判定」をクリックし、調査結果が        
     と表示されたことを確認 
 
▶画面最下部の「根拠書類ダウンロード」をクリックする 

と根拠書類を確認できます 

▶後続の 16)で行う承認作業が完了するまでは 

  根拠書類に「IN PROCESS」が表示されます 

 
20) 一通り内容を確認したら画面最下部に表示

される※1、※2 いずれかをクリックし、ポップアッ
プが表示されたら「はい」をクリック 
 
※1 自己証明制度を採用している協定の場合 

「登録完了」をクリック 

※2 第三者証明制度を採用している協定の場合 

「日商審査準備完了」をクリック 
 
 
21) 承認作業のため、再度 21）と同様に一通り

内容を確認したら画面最下部に表示される※
3、※4 いずれかをクリックし、ポップアップが表示
されたら「はい」をクリック 
 
※3 自己証明制度を採用している協定の場合 

「調査完了 承認」をクリック 

→次の操作は 27）へ進んでください 

 

※4 第三者証明制度を採用している協定の場合 

「日商審査準備前 承認」をクリック 

→次の操作は 23）へ進んでください 

 

▶「調査完了 承認」「日商審査依頼前 承認」ボタ 

ンは確定権限を持つユーザーにしか表示されません 
 
 
 
22) JAFTAS の外で日商へ原産品判定依頼を行う 

▶JAFTAS と日商の第一種特定原産地証明書発給システムは別のシステムです 

▶JAFTAS から当該産品のデータを出力し、日商のシステムにアップロードが可能です 

データ出力について詳しくは操作マニュアル D7-1-1)同意通知×達成 3）をご参照ください 

 

  

  
一覧へ戻る 

  
編集   

根拠書類ダウンロード 
  調査完了 承認 

  
一覧へ戻る 

  
編集   

根拠書類ダウンロード 
  

日商審査準備完了 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
登録完了 

原産資格調査(D) 詳細 

※1 自己証明制度を採用している協定の場合 

※2 第三者証明制度を採用している協定の場合 

※3 自己証明制度を採用している協定の場合 

※4 第三者証明制度を採用している協定の場合 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
登録完了 

  
一覧へ戻る 

  
編集   

根拠書類ダウンロード 
  

日商審査依頼前 承認 

  
達成 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

23) 日商から原産品判定を取得したら、対象 
データの［原産資格調査(D) 詳細］画面
を開き、画面最下部の「日商審査完了」を 
クリック 

 
 
24) ポップアップの「日商審査結果」「日商判定 

番号」を入力し「実行」をクリック 
▶日商で取得したものと同一の内容を入力します 

※他社に同意通知する場合は同意通知期限の入力

も必要となります 
 
 
25) 承認作業のため、再度全体の内容を確認の

上、画面最下部「調査完了 承認」をクリック
し、ポップアップが表示されたら「はい」をクリック 
▶ 「調査完了 承認」ボタンは確定権限を持つ 

ユーザーにしか表示されません 

 
 
 
26) FTA 対 象 品(輸 出 品)(E)の ス テ ー タ ス が 

「確定済」に変わったことを確認するため、画面右
上の対象品 ID（E＋10 桁）をクリックして FTA
対象品(輸出品)(E)に移動 

 
 
 

27) ステータスが「確定済」に変わっていることを 
確認し一連の操作は完了 

 
 
 
※1 

この後、自己証明制度を採用している協定の産品の場合は、

原産資格証明書(I)のメニューから証明書を発行できます 

 

※2 

有効期限を設定する場合はこちら(P.34)をご参照ください 

 
 

  

  
一覧へ戻る 

  
編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
調査完了 承認 

  
一覧へ戻る 

  
編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
日商審査完了 

 原産資格調査(D) 詳細 

FTA 対象品(輸出品)(E) 詳細 
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

 

STEP2 D：JAFTAS 外で調査を行い、調査結果のみ JAFTAS へ取り込む 

 

1) 『作業担当者』部にて当操作を行う担当者名
を選択（任意） 
▶作業担当者についての詳細は操作マニュアル 共通Ⅰ-

6)◆各業務の「作業担当者」について をご参照ください 
 
2) 有効期限/同意通知期限を設定 

▶原産調査の見直し時期を任意で設定します 

▶設定は調査完了後でも可能です 

 

 

3) 「自社工場で原産資格を与える十分な生産を
していますか」を確認し「はい」にチェック 
▶詳細は FTA コラム 3.生産場所の確認 参照 

 
 
4) 生産工場名、生産工場住所(全角)を入力 
 
 
5) 「原産品の基準」を選択 

▶詳細は FTA コラム 4.原産品の基準 参照 

 
6) 5）にて「非原産材料を使用して生産される

産品/品目別原産地規則」を選択した場合、
さらに「品目別原産地規則」を選択 
▶詳細は FTA コラム 5.品目別原産地規則 参照 

 
 
 
 
7) 『手動/システム外判定』部の「システム外判定」タ

ブにて達成/未達成を選択 
 

 

 

 

 

  

 原産資格調査(D) 編集 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

8) JAFTAS の外で準備した根拠書類を添付する
場合は『原産資格を明らかにするための資料』
部へ書類をアップロード 
 
 
 
※JAFTASの外で入手した根拠書類を添付しない場合は、 

『手動/システム外判定』部の「原産資格の調査における 

根拠書類は自身で保管しています」にチェックを付けてくだ 

さい 

 

 

 

 

 

9) 『調査作成者情報』部を入力 
▶画面右端の     をクリックすると現在ログイン 

しているユーザーの登録情報を自動で入力できます 
 
 
 
10) 画面最下部の「次へ」をクリック 
 
 
 

11) 『手動/システム外判定』部「システム外判定」
が      と表示されていることを確認 
 
 

 

▶8）にて根拠書類をアップロードした場合は、画面 

最下部の「根拠書類ダウンロード」をクリックすると 

根拠書類を確認できます 
 
 
12) 一通り内容を確認したら画面最下部に表示

される※1、※2 いずれかをクリックし、ポップアッ
プが表示されたら「はい」をクリック 
 
※1 自己証明制度を採用している協定の場合 

「登録完了」をクリック 

※2 第三者証明制度を採用している協定の場合 

「日商審査準備完了」をクリック 

  

  
一覧へ戻る 

  
編集   

根拠書類ダウンロード 
  

日商審査準備完了 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
登録完了 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
登録完了 

 原産資格調査(D) 詳細 

※1 自己証明制度を採用している協定の場合 

※2 第三者証明制度を採用している協定の場合 

自分 

  
達成 

  
一覧へ戻る 

  
一時保存 

  
次へ 
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

13) 承認作業のため、再度 12）と同様に一通り
内容を確認したら画面最下部に表示される 
※3、※4 いずれかをクリックし、ポップアップが
表示されたら「はい」をクリック 
 
※3 自己証明制度を採用している協定の場合 

「調査完了 承認」をクリック 

→次の操作は 18）へ進んでください 

 

※4 第三者証明制度を採用している協定の場合 

「日商審査依頼前 承認」をクリック 

→次の操作は 14）へ進んでください 

 

▶「調査完了 承認」「日商審査依頼前 承認」ボタ 

ンは確定権限を持つユーザーにしか表示されません 
 
 
 
14) JAFTAS の外で日商へ原産品判定依頼を行う 

▶JAFTAS と日商の第一種特定原産地証明書発給システムは別のシステムです 

▶JAFTAS から日商システムへの入力項目を TSV ファイルでダウンロードできます 

ダウンロードについて詳しくは操作マニュアル D7-1-1)同意通知×達成 3）をご参照ください 

※既に日商判定番号を取得済みであれば 15）にお進みください 

 
 
 
 

15) 日商から原産品判定を取得したら、対象 
データの［原産資格調査(D) 詳細］画面を
開き、画面最下部の「日商審査完了」を 
クリック 

 
 
16）ポップアップの「日商審査結果」「日商判定番

号」を入力し「実行」をクリック 
▶日商で取得したものと同一の内容を入力します 

※他社に同意通知する場合は同意通知期限の入力

も必要となります 
 
17) 承認作業のため、再度全体の内容を確認の

上、画面最下部「調査完了 承認」をクリックし、
ポップアップが表示されたら「はい」をクリック 
▶ 「調査完了 承認」ボタンは確定権限を持つユーザ 

ーにしか表示されません  
  一覧へ戻る   

編集   根拠書類ダウンロード 
  調査完了 承認 

  
一覧へ戻る 

  
編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
日商審査完了 

  
一覧へ戻る 

  
編集   

根拠書類ダウンロード 
  

日商審査依頼前 承認 

  
一覧へ戻る 

  
編集   

根拠書類ダウンロード 
  

調査完了 承認 

※3 自己証明制度を採用している協定の場合 

※4 第三者証明制度を採用している協定の場合 

 原産資格調査(D) 詳細 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

 
18) FTA 対象品(輸出品)(E)のステータスが「確定

済」に変わったことを確認するため、画面右上の
対象品 ID（E＋10 桁）をクリックして FTA 対
象品(輸出品)(E)に移動 

 
 
 

19) ステータスが「確定済」に変わっていることを確
認し一連の操作は完了 

 
※1 

この後、自己証明制度を採用している協定の産品の場合は、

原産資格証明書(I)のメニューから証明書を発行できます 

 

※2 

有効期限を設定する場合はこちら(P.34)をご参照ください 

 
 
 
 

  

FTA 対象品(輸出品)(E) 詳細 
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契約利用者向け かんたんガイド（2）内製品（輸出品） 

 
◎有効期限を設定する場合◎ 
 
社内管理用に任意で設定することが可能です 
回答者の設定した有効期限/同意通知期限を基に、
定期原産性調査のための管理用としてご活用くださ
い 
 

 
 

1) 画面最下部の「編集」をクリック 
 
 

 
 

2) 『輸出品情報』部の有効期限を設定し、画面 
最下部の「更新」をクリックして設定完了 

 
 
 
 
 

 

  

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
   輸出品 複製 

FTA 対象品(輸出品)(E) 詳細 

FTA 対象品(輸出品)(E) 編集 

  
更新 

  
一覧へ戻る 
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

（3）内製品（構成品） 

 

 

 

 

 

 

 

 

JAFTAS メニュー 操作手順フロー 操作マニュアル 
 

調査対象品を登録する（A,B どちらか選択） 

A：インポート機能で登録 

［インポート］画面 
フォーマットへ必要情報を入力 

E/P）FTA 対象品の機能 E/P3-2  

ファイルをインポート 

B：一件ずつ登録 

✐［登録］画面 必要情報を入力 E/P）FTA 対象品の機能 E/P3-1  

🔎［詳細］画面 「依頼作成」をクリック E/P）FTA 対象品の機能 E/P6-1  

自社へ調査依頼を送信する 

🔎［詳細］画面 「依頼送信」をクリック R）依頼の機能 R3  

受付を行う 

✐［受付］画面 必要情報を入力し「受付」をクリック A）回答の機能 A3-1  

🔎［詳細］画面 「原産資格調査作成」をクリック A）回答の機能 A4-1  

原産資格調査を行う（A～D いずれか選択） 

A：構成品の仕入先への原産資格調査依頼は不要 

B：JAFTAS で仕入先へ構成品の調査依頼をかける 

C：JAFTAS 外で取得した構成品のサプライヤー証明書を JAFTAS へ取り込む 

D：JAFTAS 外で調査を行い、調査結果のみ JAFTAS へ取り込む 

自社へ調査回答を送信する 

🔎［詳細］画面 回答を送信する A）回答の機能 A7  

調査回答を受信する 

🔎［詳細］画面 回答を承認する R）依頼の機能 R4  

  

 

➢ 調査対象品は構成品 

➢ 調査対象品を自社で生産している 

下記条件に当てはまる場合 

クリックすると各関連操作マニュアルを確認できます 

詳しい操作フローは次ページへ 

D 

D R D 

D R 

D 

D 

S 

T 

E 

P 

１ 

２ 

FTA 対象品 

(構成品)(P) 

調査回答・ 

回答送信(A) 

3 

S 

T 

E 

P 

4 

原産資格調査

(D) 

5 

6 

調査回答・ 

回答送信(A) 

調査依頼・ 

回答受信(R) 

調査依頼・ 

回答受信(R) 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_request.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_request.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_request.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_answer.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_answer.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_answer.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_answer.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_answer.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_answer.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_answer.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_answer.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_answer.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_request.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_request.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_request.pdf
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

（3）内製品（構成品） 

STEP1．調査対象品を登録する 

 

 

 

 

 
STEP1 A：インポート機能で登録 

 
 

1) フォーマットをダウンロードするために、 
JAFTAS メニューから FTA 対象品(構成品)(P) 
＞ インポートをクリック 

 

 

 

2) ファイルフォーマットの「ダウンロード」をクリックし、
テキストファイル(.txt)をデスクトップなど任意の
場所に保存 

 
 
 
 
 
3) ファイルを Excel 等で開き必要項目を埋め、テ

キスト（タブ区切り）(*.txt)形式で保存 
▶項目については、操作マニュアル 別添資料 1）X2）

FTA 対象品(構成品)(P) インポート を参照くださ

い 

▶「荷姿」は構成品を表す「2」を入力します 

▶データ作成の注意点は、操作マニュアル 共通 I-6）

操作の注意点 インポート機能と利用に関しての注

意点 を参照ください  

A：調査を依頼したい対象品が複数 
あり、インポート機能を使って一度に
JAFTAS へ登録する    ⇒P.36 

B：調査を依頼したい対象品を一件 
ずつ JAFTAS へ登録する 

                   ⇒P.38 

JAFTAS へ対象品を登録する方法は 2 種類あります 
以下より選択してください 

トップページ 

FTA 対象品(構成品)(P) インポート 

※JAFTAS Lite 契約者は対象外 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

4) JAFTAS メニューから FTA 対象品(構成
品)(P) ＞ インポートをクリック 
 

 

 

 

5) 「Browse」をクリックし 3）で作成したテキスト
ファイルを選択 

 
 
 
 
6) インポートが完了し「インポート処理を受付けまし

た。」の表示を確認 
▶エラーの場合はメッセージが表示されます。エラー箇

所訂正の上、再度インポートを行ってください 

▶インポート結果は FTA 対象品(構成品)(P)メニュー

の「インポート結果確認」から確認できます 

▶インポートが成功すると自動的に依頼(R)が作成 

されます（ここではまだ依頼は送信されていません） 

 
7) 画面下の「一覧へ戻る」をクリック 
 
 

8) 一覧画面から該当の対象品の  マ ー ク を 
クリック 

 
 
 
 
 
 
 
 

9) 調査依頼・回答受信(R)に移動するために画面
右上の調査 ID（R＋10 桁）をクリック 

 
～次の操作は STEP2 へ進んでください～  

  
一覧へ戻る 

  
クリア 

トップページ 

FTA 対象品(構成品)(P) インポート 

FTA 対象品(構成品)(P) 一覧 

FTA 対象品(構成品)(P) 詳細 
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

 
STEP1 B：一件ずつ登録 

 

 

1) JAFTAS メニュー  ＞  FTA 対象品(構成
品)(P) ＞ 登録をクリック 

 
 
 
 

 
 

2) 『作業担当者』部にて当操作を行う担当者名
を選択（任意） 
▶     をクリックするとログインしているユーザーの 

情報が反映されます 

▶作業担当者についての詳細は操作マニュアル 共通Ⅰ-

6)◆各業務の「作業担当者」について をご参照ください 
 

 
3) 『構成品情報』部へ必要項目を入力し画面最

下部の「登録」をクリック 
▶※の項目は入力必須です 

▶「仕入先」は内製品（自社名）を選択します 

▶入力項目についての詳細は操作マニュアル E/P3-1）

調査対象品を登録する（1件ずつ）をご参照くださ

い 

 
 
 
 

 
 

4) 画面最下部の「▷依頼作成」をクリック 
※FTA 対象品(構成品)(P)の場合、内製品であっても自

社に依頼を送信する必要があります 

▶他のボタンについての詳細は操作マニュアル E/P10) 表

示ボタンの説明 をご参照ください 

 
5) ポップアップが表示されるので回答期限を設定し

「はい」をクリック 
 
 

  

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
依頼作成 

  
   構成品 複製 

  
登録 

  
一覧へ戻る 

トップページ 

FTA 対象品(構成品)(P) 登録 

FTA 対象品(構成品)(P) 詳細 

自分 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

 

STEP2．自社へ調査依頼を送信する 
 

1) 画面最下部「依頼送信」をクリックすると、自社
へ依頼が送信される 
▶「編集」をクリックすると担当者等の情報を変更可能 

です 

▶「依頼送信」ボタンは確定権限を持つユーザーにしか 

表示されません 
 
 
 
 
 
 

STEP3．受付を行う 

 

1) JAFTAS メニューから調査回答・回答送信(A)  

＞ 受付前をクリック 
 

 

 

 

2) 1）で送信した依頼を受け取っていることを確
認し、 マークをクリック  
▶1）の依頼送信から依頼受信の情報が反映されるま

で数秒～1 分程かかる場合があります 

 
 

3) 『作業担当者』部にて当操作を行う担当者名
を選択（任意） 
▶    をクリックするとログインしているユーザーの 

情報が反映されます 

▶作業担当者についての詳細は操作マニュアル 共通Ⅰ-

6)◆各業務の「作業担当者」について をご参照ください  

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
依頼送信 

調査依頼・回答受信(R) 詳細 

トップページ 

調査回答・回答送信(A) 一覧 

 調査回答・回答送信(A) 受付 

自分 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

 
4) 『依頼情報』部にて依頼内容が STEP2 で送

信した依頼と一致しているか確認 
参照：操作マニュアル A2)［調査回答・回答送信

(A) 詳細］画面 

 

 
5) 『調査内容』部に調査対象品の自社品番・品

名を入力 
▶※の項目は入力／選択必須です 

▶右端の         をクリックすると『依頼情報』 

部の品番と品名をコピーできます 

 
 
6) 仕入先は内製品（自社名）を選択 
 
 
 
 
7) 画面最下部の「受付」をクリックして受付完了 
 

 

8) 6）と 7）で入力した内容が『調査内容』部に
反映されていることを確認し、画面最下部の
「▷原産資格調査 作成」をクリック 

 
 
 
 
 
 
 

  

  
受付 

  
一覧へ戻る 

 調査回答・回答送信(A) 詳細 

依頼情報からコピー 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
原産資格調査 作成 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_answer.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_answer.pdf
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

 

STEP4．原産資格調査を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
STEP4 A：構成品の仕入先への原産資格調査依頼は不要 

 

1) 『作業担当者』部にて当操作を行う担当者名
を選択（任意） 
▶作業担当者についての詳細は操作マニュアル 共通Ⅰ-

6)◆各業務の「作業担当者」について をご参照ください 
 
2) 有効期限/同意通知期限を設定 

▶原産調査の見直し時期を任意で設定します 

▶設定は調査完了後でも可能です 

 

 

3) 「自社工場で原産資格を与える十分な生産を
していますか」を確認し「はい」にチェック 
▶詳細は FTA コラム 3.生産場所の確認 参照 

 
 
4) 生産工場名、生産工場住所(全角)を入力  

原産資格調査を行うにあたり、以下 Q1・Q2 より 

A～D のどの操作パターンに該当するか確認しましょう 

 

Q1. 内製品の調査を行うにあたり、以下①②いずれかを選択してください 

①JAFTAS の原産資格調査機能を活用して調査を行う ⇒Q2 へ進む 

②JAFTAS 外で調査を行い、調査結果のみ JAFTAS へ取り込む ⇒D (P.53) 

Q2. 調査対象品の構成品について当てはまるものを選択してください 

①構成品の仕入先への原産資格調査依頼は不要 ⇒A (P.41) 

②JAFTAS で仕入先へ構成品の調査依頼をかける ⇒B (P.44) 

③JAFTAS 外で取得した構成品のサプライヤー証明書を JAFTAS へ取り込む ⇒C (P.49) 

 

原産資格調査(D) 編集 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571066
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571066
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571066
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

 
5) 「原産品の基準」を選択 

▶詳細は FTA コラム 4.原産品の基準 参照 

 
6) 5）にて「非原産材料を使用して生産される産

品/品目別原産地規則」を選択した場合、さら
に「品目別原産地規則」を選択 
▶青色で表示されている規則を選択してください 

（JAFTAS にて原産性を自動判定します） 

▶VA ルールを選択した場合は社内基準値と調査対 

象品の FOB/EXW 価格を入力します 

▶詳細は FTA コラム 5.品目別原産地規則 参照 
 

7) 『調査作成者情報』部を入力 
▶入力した部署/氏名/電話番号/メールアドレスは 

根拠書類に印字されます 

▶画面右端の     をクリックすると現在ログイン 

しているユーザーの登録情報を自動で入力できます 
 
8) 画面最下部の「次へ」をクリック 
 

9) 『（2）構成品の入力と原産資格判定』部の
「構成品一括追加」をクリック 
 

 
 
 
 
 
 
 

10) 構成品の情報を入力 
▶必須項目 

品番/構成品名（日・英どちらか） 

※CTC を選択した場合は、HS コードも必須 

※VA を選択した場合は、個数/単価も必須 

 

▶構成品を複数登録する場合は左下「追加」をクリッ 

クすると入力欄を追加できます 

 

  

  
一覧へ戻る 

  
一時保存 

  
次へ 

 原産資格調査(D) 詳細 

調査対象構成品 一括登録 

自分 

https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571066
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

11) 構成品情報を入力し画面最下部の「登録」を
クリックし、［原産資格調査(D) 詳細］画面 
『（2）構成品の入力と原産資格判定』部へ
構成品情報が反映されたことを確認 

 
 

12) 『（2）構成品の入力と原産資格判定』部の
「原産資格判定」をクリック 

 
 
 
13) ポップアップの内容を確認し「はい」にチェックを

入れ、「原産資格判定」をクリック 
 
 
 
 
14) 調査結果      の表示を確認 

 
▶調査結果「達成」とならず「未達成」の場合、品目別

原産地規則を満たしていません。詳細は操作マニュアル 

D3-10)原産資格判定を行う 5）をご参照ください 

▶調査結果が「未達成」となり構成品の調査依頼が必

要と判断した場合は、STEP4 B.JAFTAS で仕入先

へ構成品の調査依頼をかける を参照ください 

 
▶画面最下部の「根拠書類ダウンロード」をクリックする 

と根拠書類を確認できます 

▶後続の 16)で行う承認作業が完了するまでは 

  根拠書類に「IN PROCESS」が表示されます 

 
15) 一通り内容を確認したら画面最下部の「登録

完了」をクリックし、ポップアップが表示されたら
「はい」をクリック 
 

16) 承認作業のため、再度 15）と同様に一通り
内容を確認したら画面最下部の「調査完了 
承認」をクリックし、ポップアップが表示されたら
「はい」をクリック 
 

▶「調査完了 承認」ボタンは確定権限を持つユーザ

ーにしか表示されません 

 
 ～次の操作は STEP5(P.56)へ進んでください～  

  
一覧へ戻る 

  
編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
調査完了 承認 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
登録完了 

  
戻る 

  
登録 

 原産資格調査(D) 詳細 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
登録完了 

  
達成 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

 
STEP4 B：JAFTAS で仕入先へ構成品の調査依頼をかける 

 

1) 『作業担当者』部にて当操作を行う担当者名
を選択（任意） 
▶作業担当者についての詳細は操作マニュアル 共通Ⅰ-

6)◆各業務の「作業担当者」について をご参照ください 
 
2) 有効期限/同意通知期限を設定 

▶原産調査の見直し時期を任意で設定します 

▶設定は調査完了後でも可能です 
 

 

3) 「自社工場で原産資格を与える十分な生産を
していますか」を確認し「はい」にチェック 
▶詳細は FTA コラム 3.生産場所の確認 参照 

 
 
4) 生産工場名、生産工場住所(全角)を入力 
 
 
5) 「原産品の基準」を選択 

▶詳細は FTA コラム 4.原産品の基準 参照 

 
6) 5）にて「非原産材料を使用して生産される

産品/品目別原産地規則」を選択した場合、
さらに「品目別原産地規則」を選択 
▶青色で表示されている規則を選択してください

（JAFTAS にて原産性を自動判定します） 

▶VA ルールを選択した場合は社内基準値と調査対 

象品の FOB/EXW 価格を入力します 

▶詳細は FTA コラム 5.品目別原産地規則 参照 
 

7) 『調査作成者情報』部を入力 
▶入力した部署/氏名/電話番号/メールアドレスは 

根拠書類に印字されます 

▶画面右端の     をクリックすると現在ログイン 

しているユーザーの登録情報を自動で入力できます 
 
8) 画面最下部の「次へ」をクリック 

  

  
一覧へ戻る 

  
一時保存 

  
次へ 

 原産資格調査(D) 編集 

自分 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571066
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571066
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571066
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

9) 『（2）構成品の入力と原産資格判定』部の
「構成品一括追加」をクリック 

 
 
 
 
 
 
 

10) 構成品の情報を入力 
▶必須項目 

品番/構成品名（日・英どちらか）/HS コード 6 桁/ 

仕入先 

※VA を選択した場合は、個数/単価も必須 

※JAFTAS を通して調査の依頼を行わない構成品 

については、仕入先の入力は不要 

（VA を選択した場合、HS コードも不要） 

 

▶構成品を複数登録する場合は左下「追加」をクリック 

すると入力欄を追加できます 
 
 
 
 
11) 構成品情報を入力し画面最下部の「登録」を

クリックし、［原産資格調査(D) 詳細］画面 
『（2）構成品の入力と原産資格判定』部へ
構成品情報が反映されたことを確認 

 
 

12) 『（2）構成品の入力と原産資格判定』部の
「原産資格判定」をクリック 

 
 
 
 
13) ポップアップの内容を確認し「はい」にチェックを

入れ、「原産資格判定」をクリック 
 

  

  
戻る 

  
登録 

 原産資格調査(D) 詳細 

調査対象構成品 一括登録 

 原産資格調査(D) 詳細 

https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571280
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571280
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

14) 『（2）構成品の入力と原産資格判定』部
にて、調査結果      の表示と、 
サプライヤー証明書を取得したい構成品の右
側に「▷依頼作成」ボタンが表示されたことを
確認 
▶他のボタンが表示される場合があります 

「▷支給品依頼作成」ボタンの詳細は操作マニュアル

D4-1) 依頼を作成する条件 

「🔁依頼再利用」ボタンの詳細は操作マニュアル D4-

5) 過去の調査依頼を再利用する をご参照ください 

 

15) 調査依頼を作成したい構成品の「▷依頼作
成」をクリック 
▶VA ルールでどの構成品の調査依頼を作成するか迷

う場合は「シミュレーション」機能を活用ください 

参照：操作マニュアル D3-6-2）VA・シミュレーション

について 

 
 
16) ポップアップが表示されるので回答期限を設定

し「はい」をクリック 
 
 
 
 
 

 

17) 『依頼情報』部の内容を確認し、画面最下部
「依頼送信」をクリックすると、依頼が送信される 
▶『依頼情報』部の内容が仕入先へ伝達されます 

▶「編集」をクリックすると担当者等の情報を変更可能 

です 

▶「依頼送信」ボタンは確定権限を持つユーザーにしか 

表示されません 
 
 
 
 

仕入先からの回答を待ちます 
回答が返ってくると調査依頼・回答受信（R）の 

対象データのステータスが‶回答済“となります 
  

 調査依頼・回答受信(R) 詳細 

  
未達成 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
依頼送信 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571280
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

 

18) 仕入先から回答が返ってきたら、JAFTAS メニ
ューから調査依頼・回答受信(R) ＞ 調査中
をクリック 

 
 
 
 

19) 必要に応じてステータス‶回答済“に絞って検
索を行い、対象の構成品の   マークをクリッ
ク 

 
 
 

 

20) 仕入先からの回答を『調査結果』『回答内容』
部にて確認し、画面最下部「回答内容確定」
をクリック 
▶『回答内容』部         右下から証明書 

をダウンロードして内容を確認できます 
※JAFTAS で作成されたサプライヤー証明書の場合、

英文のサプライヤー証明書は、後続の 21）「承認」

後にダウンロードできるようになります 

※サプライヤー証明書について詳しくは FTA コラム 6. 

書類の準備 をご参照ください 
 
21) 20）と同様に内容を確認し、画面最下部

「承認」をクリックして構成品調査を完了 
▶「承認」ボタンは確定権限を持つユーザーにしか表示 

されません 

   ▶構成品の調査依頼を複数送信している場合は、そ 

れぞれの依頼 ID に対して承認作業を行います 

▶全ての構成品の承認作業が完了したら、22）に進

みます 
 
 
 
22) 調査対象品の原産資格調査(D)に移動するた

めに画面右上の調査 ID（D+10 桁）をクリック  

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
回答内容確定 

トップページ 

調査依頼・回答受信(R) 一覧 

 調査依頼・回答受信(R) 詳細 

サプライヤー証明書 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
承認 

https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/723571165
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/725142505
https://vimeo.com/showcase/9598897/video/725142505
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

 

 
23) 『（2）構成品の入力と原産資格判定』部の

「原産資格判定」をクリックし、調査結果が          
     と表示されたことを確認 
 
▶画面最下部の「根拠書類ダウンロード」をクリックする 

と根拠書類を確認できます 

▶後続の 16)で行う承認作業が完了するまでは 

  根拠書類に「IN PROCESS」が表示されます 

 
 
24) 一通り内容を確認したら画面最下部に表示

される「登録完了」をクリックし、ポップアップが 
表示されたら「はい」をクリック 
 

 
 
25) 承認作業のため、再度 24）と同様に一通り

内容を確認したら画面最下部の「調査完了 
承認」をクリックし、ポップアップが表示されたら
「はい」をクリック 
 
▶「調査完了 承認」ボタンは確定権限を持つユーザ

ーにしか表示されません 
 
～次の操作は STEP5(P.56)へ進んでください～ 
 
 

  

  
一覧へ戻る 

  
編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
調査完了 承認 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
登録完了 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
登録完了 

 原産資格調査(D) 詳細 

  
達成 

https://vimeo.com/showcase/9598897/video/725142505


 

©Tokyo Kyodo Trade Compliance 49 

 

契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

 

STEP4 C：JAFTAS 外で取得した構成品のサプライヤー証明書を JAFTAS へ取り込む 

 

1) 『作業担当者』部にて当操作を行う担当者名
を選択（任意） 
▶作業担当者についての詳細は操作マニュアル 共通Ⅰ-

6)◆各業務の「作業担当者」について をご参照ください 
 
2) 有効期限/同意通知期限を設定 

▶原産調査の見直し時期を任意で設定します 

▶設定は調査完了後でも可能です 

 

 

3) 「自社工場で原産資格を与える十分な生産を
していますか」を確認し「はい」にチェック 
▶詳細は FTA コラム 3.生産場所の確認 参照 

 
 
4) 生産工場名、生産工場住所(全角)を入力 
 
 
5) 「原産品の基準」を選択 

▶詳細は FTA コラム 4.原産品の基準 参照 

 
6) 5）にて「非原産材料を使用して生産される

産品/品目別原産地規則」を選択した場合、
さらに「品目別原産地規則」を選択 
▶青色で表示されている規則を選択してください 

（JAFTAS にて原産性を自動判定します） 

▶VA ルールを選択した場合は社内基準値と調査対 

象品の FOB/EXW 価格を入力します 
▶詳細は FTA コラム 5.品目別原産地規則 参照 

 

7) 『調査作成者情報』部を入力 
▶入力した部署/氏名/電話番号/メールアドレスは 

根拠書類に印字されます 

▶画面右端の     をクリックすると現在ログイン 

しているユーザーの登録情報を自動で入力できます 
 
8) 画面最下部の「次へ」をクリック 

  

  
一覧へ戻る 

  
一時保存 

  
次へ 

 原産資格調査(D) 編集 

自分 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

9) 『（2）構成品の入力と原産資格判定』部の
「構成品一括追加」をクリック 

 
 
 
 
 
 
 

10) 構成品の情報を入力 
▶必須項目 

品番/構成品名(日・英どちらか)/HS コード 6 桁/ 

仕入先 

※仕入先は外製品の場合「システム外」、内製品の 

場合「自社調査結果」を選択 

※VA を選択した場合は、個数/単価も必須 

※サプライヤー証明書を入手している構成品以外は、 

仕入先の入力は不要 

（VA の場合、HS コードも不要） 

 

▶構成品を複数登録する場合は左下「追加」をクリック 

すると入力欄を追加できます 

 
 
 
 
 
11) 構成品情報を入力し画面最下部の「登録」を

クリックし、［原産資格調査(D) 詳細］画面 
『（2）構成品の入力と原産資格判定』部へ
構成品情報が反映されたことを確認 

 
 

12) 『（2）構成品の入力と原産資格判定』部の
「原産資格判定」をクリック 

 
 
 
 
 

  

  
戻る 

  
登録 

 原産資格調査(D) 詳細 

調査対象構成品 一括登録 

 原産資格調査(D) 詳細 
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

 
13) ポップアップの内容を確認し「はい」にチェックを

入れ、「原産資格判定」をクリック 
 

 
14) 調査結果      の表示と、既に仕入先よ

りサプライヤー証明書を取得している構成品の
右側に「JAFTAS 外の資料取込」ボタンが表示
されたことを確認 
▶他のボタンが表示される場合があります 

「🔁依頼再利用」ボタンの詳細は操作マニュアル D4-

5) 過去の調査依頼を再利用する をご参照ください 

 
 
15) 既にサプライヤー証明書を取得している構成

品の「JAFTAS 外の資料取込」をクリック 
 
 
 

 

16) 『JAFTAS 外の資料取込』部に構成品の情
報を入力 
▶必須項目 

調査対象品の仕入先企業名（日）/生産者企業 

名/生産工場名/生産工場住所/原産品の基準 

※「原産品の基準」にて「非原産材料を使用して生産 

される産品/品目別原産地規則」を選択した場合 

は、品目別原産地規則の選択も必須です 
 
 
17) 『添付ファイル サプライヤー証明書』部または

『添付ファイル 対比表・計算WS』部へ、サプラ
イヤー証明書または根拠書類を添付 

 
 
18) 画面最下部「登録」をクリックし構成品調査の

登録を完了 
▶JAFTAS 外でサプライヤー証明書を入手している 

全ての構成品について 15）～18）を繰り返します 

 
 

  

  
登録 

  
前の画面へ戻る 

調査依頼・回答受信(R) 手動登録 

  
未達成 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

 

19) 『（2）構成品の入力と原産資格判定』部
「原産資格判定」をクリックし、調査結果が 
     と表示されたことを確認 
 
▶画面最下部の「根拠書類ダウンロード」をクリックする 

と根拠書類を確認できます 

▶後続の 16)で行う承認作業が完了するまでは 

  根拠書類に「IN PROCESS」が表示されます 

 
20) 一通り内容を確認したら画面最下部の「登録

完了」をクリックし、ポップアップが表示されたら
「はい」をクリック 

 
 
21) 承認作業のため、再度 21）と同様に一通り

内容を確認したら画面最下部の「調査完了 
承認」をクリックし、ポップアップが表示されたら
「はい」をクリック 

 

▶「調査完了 承認」ボタンは確定権限を持つユーザ

ーにしか表示されません 
 
～次の操作は STEP5(P.56)へ進んでください～ 
 
 

  

  
一覧へ戻る 

  
編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
調査完了 承認 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
登録完了 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
登録完了 

 原産資格調査(D) 詳細 

  
達成 
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

 

STEP4 D：JAFTAS 外で調査を行い、調査結果のみ JAFTAS へ取り込む 

1) 『作業担当者』部にて当操作を行う担当者名
を選択（任意） 
▶作業担当者についての詳細は操作マニュアル 共通Ⅰ-

6)◆各業務の「作業担当者」について をご参照ください 
 
2) 有効期限/同意通知期限を設定 

▶原産調査の見直し時期を任意で設定します 

▶設定は調査完了後でも可能です 

 

 

3) 「自社工場で原産資格を与える十分な生産を
していますか」を確認し「はい」にチェック 
▶詳細は FTA コラム 3.生産場所の確認 参照 

 
 
4) 生産工場名、生産工場住所(全角)を入力 
 
 
5) 「原産品の基準」を選択 

▶詳細は FTA コラム 4.原産品の基準 参照 

 
6) 5）にて「非原産材料を使用して生産される

産品/品目別原産地規則」を選択した場合、
さらに「品目別原産地規則」を選択 
▶詳細は FTA コラム 5.品目別原産地規則 参照 

 
 
 
 
7) 『手動/システム外判定』部の「システム外判定」 

タブにて達成/未達成を選択 
 

 

 

 

 

  

 原産資格調査(D) 編集 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
https://guidance.jaftas.jp/03_etc_manual/fta_column.pdf#page=2
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

8) JAFTAS の外で入手した根拠書類を添付する
場合は『原産資格を明らかにするための資料』
部へ書類をアップロード 
 
 
 
※JAFTASの外で入手した根拠書類を添付しない場合は、 

『手動/システム外判定』部の「原産資格の調査における 

根拠書類は自身で保管しています」にチェックを付けてくだ 

さい 

 

 

 

 

9) 『調査作成者情報』部を入力 
▶画面右端の     をクリックすると現在ログイン 

しているユーザーの登録情報を自動で入力できます 
 
 
 
 
10) 画面最下部の「次へ」をクリック 
 
 
 

11) 『手動/システム外判定』部「システム外判定」
が      と表示されていることを確認 
 
 

 

▶8）にて根拠書類をアップロードした場合は、画面 

最下部の「根拠書類ダウンロード」をクリックすると 

根拠書類を確認できます 
 
 
 
12) 一通り内容を確認したら画面最下部の「登録

完了」をクリックし、ポップアップが表示されたら
「はい」をクリック 

  

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
登録完了 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
登録完了 

  
一覧へ戻る 

  
一時保存 

  
次へ 

 原産資格調査(D) 詳細 

  
達成 

自分 
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

13) 承認作業のため、再度 12）と同様に一通り
内容を確認したら画面最下部の「調査完了 
承認」をクリックし、ポップアップが表示されたら
「はい」をクリック 

 

▶「調査完了 承認」ボタンは確定権限を持つユーザ

ーにしか表示されません 

 
～次の操作は STEP5(P.56)へ進んでください～ 
 
 

  

  
一覧へ戻る 

  
編集 

  
根拠書類ダウンロード 

  
調査完了 承認 
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

 

STEP5．自社へ調査回答を送信する／調査回答を受信する 

1) 調査対象品の調査回答・回答送信(A)に移
動するために画面右上の回答 ID（A+10 桁）
をクリック 

 
 

2) 『調査結果』部の内容を確認し、画面最下部の
「回答内容入力」をクリック 

 
 
 
 
3) 『回答内容』部の情報を必要に応じて編集 

▶必須項目 

住所（日）/担当者（日）/電話番号/所属部署 

   ▶『調査結果』および『回答内容』は依頼者へ伝達 

されます 

▶     をクリックすると現在ログインしているユーザ 

ーの登録情報を自動で入力できます 
 
 
 
4) 内容を確認後、画面最下部「入力完了」をクリ

ックし、表示されるポップアップを確認し「はい」を
クリック 
 
 

5) 承認のため、再度3）同様に内容確認の上、
画面最下部「回答完了 承認」をクリックし、
表示されるポップアップの「はい」をクリックして 
回答送信完了 
▶ 「回答完了 承認」ボタンは確定権限を持つユーザ 

ーにしか表示されません 

▶「回答完了 承認」クリック後のステータスは‶回答済“に 

なります 
 
 
 
 

  

  
一覧へ戻る 

  
入力完了 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
回答完了 承認 

  
一覧へ戻る 

  
回答内容入力 

調査回答・回答送信(A) 詳細 

 原産資格調査(D) 詳細 

自分 
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

 

6) 先程送信した回答を確認するため、JAFTAS メ
ニューから調査依頼・回答受信(R) ＞調査中
をクリック 

 
 
 
 
 

7) 必要に応じてステータス‶回答済“に絞って検索
を行い、対象の構成品の   マークをクリッ
ク 
▶5）の回答送信から回答受信の情報が反映されるま

で数秒～1 分程かかる場合があります 

 
 

8) 受信した回答を『調査結果』『回答内容』部に
て確認し、画面最下部「回答内容確定」をクリ
ック 
▶『回答内容』部右下         から対比表/  

計算 WS をダウンロードして内容を確認できます 
 
 
 
 
 
 
 
9) 8）と同様に内容を確認し、画面最下部「承

認」をクリック 
▶「承認」ボタンは確定権限を持つユーザーにしか表示 

されません 

 

 

 
 
 
 
 

  
  

一覧へ戻る 
  

 編集 
  

承認 

トップページ 

調査依頼・回答受信(R) 一覧 

 調査依頼・回答受信(R) 詳細 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
回答内容確定 

対比表 / 計算 WS 
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契約利用者向け かんたんガイド（3）内製品（構成品） 

 
10) FTA 対象品(構成品)(P)のステータスが「確定

済」に変わったことを確認するため、画面右上の
対象品 ID（P＋10 桁）をクリックして FTA 対
象品(構成品)(P)に移動 

 
 
 

11) ステータスが「確定済」に変わっていることを 
確認し一連の操作は完了 

 
 
 
 
 
◎有効期限を設定する場合◎ 
 
社内管理用に任意で設定することが可能です 
回答者の設定した有効期限/同意通知期限を基に、
定期原産性調査のための管理用としてご活用くださ
い 
 

 

1) 画面最下部の「編集」をクリック 
 
 
 
 
 

2) 『輸出品情報』部の有効期限を設定し、画面最
下部の「更新」をクリックして設定完了 

 
 
 
 
 

 

 

 

  
一覧へ戻る 

  
 編集 

  
再調査 

  
   構成品 複製 

  
更新 

  
一覧へ戻る 

FTA 対象品(構成品)(P) 詳細 

FTA 対象品(構成品)(P) 編集 

FTA 対象品(構成品)(P) 詳細 


